
令和６年４月～令和10年３月

令和7年度 二宮町地域公共交通活性化協議会 （神奈川県二宮町）
（地域内フィーダー系統確保維持事業）

補助対象系統の需要・現況・課題／活用したデータ

（令和７事業年度に係るもの）
・令和６年６月２７日
R７事業年度フィーダー計画等につ
いて
・令和８年１月23日
R７事業評価等について

協議会開催状況
目標を達成するために行う事業の今年度実施状況／来年度に向けた取組の検討

アピールポイント

○乗り支えの仕組み
・割引手形、回数券の販売
・運転免許返納者に対する特典：運転免許証返納後1年以内の方にニーノ手形12ヶ月券を無料で進呈
○利用促進策として、次の４点を実施。（次ページ以降の資料も参照）
⑴地域住民が集まる「地域の通いの場」において「にの♥バス」を使った具体的なお試しコースを提案・無料券を配布
⑵妊産婦に対し、母子手帳配布時と８か月面談時に「にの♥バス」の周知や無料券の配布を実施
⑶ 「にの♥バス」の運行ルート上にある二宮西中学校の生徒に対し、「にの♥バス」の利用を呼び掛けるチラシを配布
⑷夏休み期間における「にの♥バス」のこども運賃を無料化

交通計画の計画期間

定量的な目標

○コミュニティバス１日あたりの平均利用数（年平均） 135人/日 （計画策定時の実績 84.1人/日）
○コミュニティバスの割引手形・回数券の購入数（年間合計） 470人/年（計画策定時の実績 298人/年）
○路線バス（地域間幹線系統）１日あたりの平均利用者数（年平均） 84人/日（計画策定時の実績 81.4人/日）
○外出に困難を感じている人の割合 15.0％ （計画策定時の実績 19.6％）
○公共交通に関する満足度 3.0点/５点満点（計画策定時の実績 2.63点/５点満点）
○外出が週１回以下の高齢者割合 10.0％（計画策定時の実績 14.2％）
○二宮町内の免許証返納者数（年間合計） 160人/年（計画策定時の実績 125人/年）

当該系統は鉄道駅、大型商業施設、病院、公共施設等への移動手段として交通不便地域を中心に運行している。
近年では、ルート延伸やダイヤの再編を行い、利用者は増加しているが、更なるニーズのほか、運行費用や運転手等
の状況も踏まえて、持続可能な形での運行を検討していく必要がある。
活用しているデータ：月毎の利用状況データ（全体の乗車人数、バス停毎の乗降者数、現金・割引券毎の利用数等）

今年度は、「にの♥バス」利用者数拡大のため、下記「アピールポイント」に記載のとおり利用促進を行った。
来年度も引き続き、利用促進や利用満足度向上のための施策を実施する。

面 積 ９．０８ｋ㎡

人口 （R7.4.1時点） 2７,２９７人

15歳未満 2,5２９人

65歳以上 9,7９６人

高 齢 化 率 ３５．９％

地域の公共交通等の現況・課題／補助対象系統の位置付け

二宮町においては、JR東海道線本線の二宮駅と、国道１号と県道71号を軸とした路線バスを中心に、タクシー、コ
ミュニティバス等により構成される公共交通機関網が生活に必要不可欠な交通として機能している。しかし、人口
減少と自家用車の普及により、二宮町の公共交通機関の利用者は減少を続け、運転手不足や収支悪化による路線
の縮小など、運行に様々な問題が発生している。中でも、コミュニティバスは、交通不便地域（山西地区及び富士見
が丘・松根地区）における、日常生活に必要不可欠な移動手段として、交通結節点を中心に他の公共交通機関と連
携している。

kikaku
テキストボックス
資料２



（参考資料）利用促進の取組みに関する資料 １／２

⑴ 「地域の通いの場」で配布したチラシ例 ⑵妊産婦向けに配布したチラシ



（参考資料）利用促進の取組みに関する資料 ２／２

⑶二宮西中学校で配布したチラシ ⑷夏休み期間におけるこども運賃無料化チラシ



（参考資料）町内公共交通体系図・補助対象事業の運行系統図、交通不便地域地図



（参考資料）補助対象事業の実績データ

令和６年10月～令和７年９月
にの♥バス運行実績

令和６年10月～令和７年９月
にの♥バス手形・回数券販売実績

１日 １便

10月 2,639 人 120.0 人 12.0 人 22 日

11月 2,686 人 127.9 人 12.8 人 21 日

12月 2,290 人 114.5 人 11.5 人 20 日

１月 2,192 人 115.4 人 11.5 人 19 日

２月 2,100 人 116.7 人 11.7 人 18 日

３月 2,321 人 116.1 人 11.6 人 20 日

４月 2,521 人 120.0 人 12.0 人 21 日

５月 2,410 人 120.5 人 12.1 人 20 日

６月 2,743 人 130.6 人 13.1 人 21 日

７月 3,186 人 144.8 人 14.5 人 22 日

８月 2,785 人 139.3 人 13.9 人 20 日

９月 2,737 人 136.9 人 13.7 人 20 日

30,610 人 125.5 人 12.5 人 244 日

26,420 人 108.7 人 10.9 人 243 日

135 人

前年比 +15.4%

目標達成率 92.9%

目標値（１日平均乗車人数）

平均 運行
日数

令
和
6
年
度

（参考）R5.10～
　　 R6.９

令
和
7
年
度

合計

年 月 乗車人数

６ヶ月 12ヶ月 ６ヶ月 12ヶ月
ニーノ
手形

（12ヶ月）

ミーヤ
手形

（12ヶ月）

10月分 1 人 1 人 1 人 0 人 4 人 0 人 29 人 36 人

11月分 0 人 0 人 0 人 2 人 1 人 1 人 11 人 15 人

12月分 0 人 0 人 0 人 3 人 2 人 1 人 16 人 22 人

１月分 0 人 1 人 1 人 1 人 1 人 0 人 12 人 16 人

２月分 1 人 0 人 0 人 1 人 0 人 0 人 12 人 14 人

３月分 1 人 0 人 0 人 1 人 2 人 0 人 10 人 14 人

４月分 2 人 4 人 1 人 3 人 1 人 0 人 24 人 35 人

５月分 1 人 1 人 0 人 8 人 0 人 1 人 14 人 25 人

６月分 2 人 1 人 0 人 4 人 3 人 0 人 22 人 32 人

７月分 0 人 3 人 1 人 8 人 1 人 0 人 16 人 29 人

８月分 1 人 1 人 1 人 4 人 1 人 0 人 13 人 21 人

９月分 4 人 1 人 1 人 3 人 1 人 0 人 18 人 28 人

13 人 13 人 6 人 38 人 17 人 3 人 197 人 287 人

11 人 14 人 1 人 48 人 12 人 4 人 307 人 397 人

470 人

前年比 -27.7%

目標達成率 61.1%

目標値（購入人数）

（参考）R4.10～
R5.9

小計

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

合計

年 月

ニーノ手形 ミーヤ手形 免許返納分

回数券



別添１

令和8年1月23日

協議会名：

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①運行事業者 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

神奈川中央交通西株式会
社（令和7年4月1日より神
奈川中央交通株式会社）

運行系統名：二宮町コミュニ
ティバス（通称：にの♥バス）
運行区域：町内全域
運行日：月～金（祝日・年末年
始を除く）
運行時間帯：8時台～18時台
運賃：大人200円、小人100円
（その他手形の販売や割引制
度有り）

「特定少数の利用者が繰り返し
利用しているのではなく、導入
の目的を達成しているかを検
証するため、延べ乗車人数以
外のデータも確認することなど
も検討していただきた
い。」については、
手形以外の利用者が増加して
いるため、特定少数の利用者
だけでなく、全体的に利用者が
増えているのではないかと分
析した。

「生活様式に合わせて利用方
法を解説する案内チラシを配
布するなど、住民にとって分か
りやすい周知を行うことも検討
していただきたい。」について
は、
「地域の通いの場」において
「にの♥バス」を使った具体的な
お試しコースの提案・無料券の
配布をしたほか、中学生向け
には通学に利用いただけるよう
利用促進を行った。

A
事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

B

事業が計画に位置付けられた目標を達成できていない点が
あった。

○コミバス１日あたりの平均利用者数
目標：135人　実績：125.5人（前年：108.7人）

○コミバス割引手形・回数券の購入数
目標：470人/年　実績：287人/年（前年：397人）

○地域間幹線系統バス１日あたりの平均利用者数
目標：84人/日　実績：66.2人/日（前年：81.4人）

○外出に困難を感じている人の割合
目標：15.0％　実績：27.9％（前年：19.6%）

○公共交通に関する満足度
目標：3.0点/５点満点　実績：2.59点（前年：2.63点）

○外出が週１回以下の高齢者割合
目標：10.0％　実績：－（R7年度、R10年度実施）

○町内の免許証返納者数
目標：160人/年　実績：104人/年（前年：80人）

分析：目標には達していないものの、利用者数は順調に増加
しており、利用促進策による新規利用や通学利用の増加、
再編ルートが利用者に定着したことによる利用増等が要因と
考えられる。
一方、公共交通への満足度、外出への困難を感じている人
の割合、免許返納者等の指標は悪化もしくは横ばい傾向で
あり、特に高齢者等の交通弱者への施策の充実が求められ
ていると考えられる。

・イベント、広報紙、SNS等の
様々な機会を活用し、新規需
要を拡大。

・利便性向上のための割引制
度や運行内容の改善。

・町内の様々な利用者層や需
要に対応できる施策の充実。

・地域で公共交通を維持して
いくという当事者意識を持って
いただけるよう、地域と連携し
た利用促進策の実施。

地方運輸局等における
二次評価結果
（関東運輸局）

令和７年度　地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（地域公共交通計画に基づく事業）

二宮町地域公共交通活性化協議会

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

（協議会による一次評価の際は記入不要）



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

地域公共交通の目標「誰もが移動手段を確保することができ、維持し続けることができる公共交通体系」について、高
齢者が増える将来においても、公共交通と他の交通（自家用車等）との連携により、誰もが移動手段を確保することが
できる公共交通体系を目指す。また、財政的にも持続可能な公共交通体系・仕組みづくりを行う。

別添１－２

事業実施と地域公共交通計画との関連について

令和8年1月23日

協議会名： 二宮町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金




